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山陰教師サポート連携協議会（Ｓ×Ｔ協議会）の設立について 

 

山陰教師サポート連携協議会（Ｓ×Ｔ協議会）の設立について、別紙のとおり

報告します。 

 

 

 

 

 令和元年８月８日 

 

鳥取県教育委員会教育長  山 本 仁 志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

山陰教師サポート連携協議会（Ｓ×Ｔ協議会）の設立について 

令和元年８月８日  

鳥取県教育センター 

 

鳥取県全体の教員の資質向上を図り、教育力向上につなげるため、島根大学教師教育研究

センターと鳥取県教育センターが実務者レベルで連携し、具体的アクションを協議する場

として、山陰教師サポート連携協議会（Ｓ×Ｔ協議会）を設置します。また、第１回会議を

下記のとおり開催します。 

 

記 

１ 概要   

（１） 趣旨 

大量退職・大量採用に伴い新卒者の割合が高くなっている現状の中、教員の資

質向上が喫緊の課題となっている。そうした実態を受け、山陰教師教育コンソー

シアム及び二者協議会を母体とし、鳥取県内学校現場の現状を踏まえた教員支援

と人材育成に向けた取組を行うため、山陰教師サポート連携協議会（Ｓ×Ｔ協議会）

を設立する。 

（２） 組織 

島根大学教師教育研究センターのセンター長、教授、准教授、特任教授等 

及び鳥取県教育委員会関係各課長等（主管は鳥取県教育センター） 

顧問として、必要に応じて島根大学教育学部長、鳥取県教育委員会教育長、 

鳥取市教育委員会教育長等が同席できる。 

（３） 取組 

① 学校現場の教員支援と人材育成についての具体的実践を協議 

② 島根大学、教育センターが一緒に、あるいはそれぞれが上記の具体的事業を連携

して実施 

③ 情報共有と情報発信等 

（４）会議 原則として年１回開催とする。ただし、必要に応じて会を開催できる。 

       

２ 第１回会議 

（１） 日時 令和元年８月２７日（火）午後３時から５時まで 

（２） 会場 鳥取県教育センター 

（３） 内容 

①  初任者研修の現状報告と教員支援や人材育成の取組についての協議 

②  これまでの連携事業の報告と今後の方向性の意見交換 
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※山陰教師教育コンソーシアムについて 

 島根大学と島根県教育委員会、鳥取県教育委員会との連携を推進・強化し、教員養成から

教員研修までの教育・研修システムを構築することにより、地域や学校の現代的教育課題に

対応し、山陰地域の教育力向上に資する教師を育成するため、平成２７年１２月２５日に設

立した組織である。 

 

※二者協議会について 

 山陰教師教育コンソーシアムのうち、島根大学と鳥取県教育委員会のみで鳥取県の教育

力向上に資する教師を育成する組織である。 
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